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静岡市土木積算システム賃借業務 落札者決定基準 

 静岡市が公募する「静岡市土木積算システム賃借業務」に係る事業者選定については、次に掲

げる方法による。 

１ 審査機関 

 （１）本業務の審査については、「静岡市土木OA推進検討委員会」及び「静岡市土木積算シス

テム賃借業務総合評価学識意見聴取」（以下「委員会等」という。）において実施する。 

 （２）委員会等は、要求仕様書に記載している性能、機能及び技術等の用件を満たしているか

の判断、各性能、機能を実現しているか否かの判断、技術提案書作成要領で求める技術提

案書の内容等について審査する。 

２ 落札者決定基準 

（１）落札者の決定方法 

①次に掲げる各要件のいずれにも該当する入札者のうち、３に定める評価方法により算出さ

れた機能評価点と価格評価点の合計点が最も高い者を落札者とする。 

ア 入札価格が、予定価格の範囲内であること。 

イ 入札価格と提案価格の合計が、本市が想定する費用の総計以内であること。 

ウ 技術提案書評価項目に記載した必須の要件を全て満たしていること。 

②総合評価点の最も高い者が２以上あるとき(同点のとき)の対応は以下のとおりとする。 

ア 入札参加者それぞれの「機能評価点」、「価格評価点」が異なる場合は「機能評価

点」が高い者を落札者とする。 

イ 入札参加者それぞれの「機能評価点」、「価格評価点」が同じ場合は、「入札金額」

が低い者を落札者とする。なお、「入札金額」が同じ場合は、当該入札参加者の立会

いのもと、くじを引かせ落札者を決定する。この揚合、当該入札参加者は、くじを辞

退することはできない。 

（２）評価項目 

①技術提案内容の評価は、別紙「技術提案書評価表」に基づき、「機能評価点」(500点満点)

を与える。 

②入札価格および提案価格の評価は、３に示す計算式に基づき「価格評価点」(500 点満点)

を与える。 

＝                ＋ 

（３）評価方法 

 提出された提案書における内容の評価は、別紙「技術提案書評価表」の各項目により本

市が設定する評価基準に基づき評価する。「機能評価点」及び「価格評価点」を合計した

「総合評価点」が最も高い者を落礼者とする。 

総合評価点 

(1000点満点)

機能評価点(500点満点) 

・提案書評価点

価格評価点(500点満点) 

・システム賃借費用点 
・システム改修・保守等費用点
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３ 技術及び価格の評価について 

（１）機能評価点 

①「技術提案書評価表」の各評価項目に関する評価基準 

予め提出された提案書の記述内容およびヒアリング時の提案書の説明により、本市が設

ける評価基準に照らし合わせて判断し評価する。 

なお、提案内容が本市の求める要求に見合っているものか、「静岡市土木OA推進検討部

会」による事前確認を実施するものとする。事前の確認日は入札参加者に対して本市より

通知し、参加しない場合には失格とする。 

例)配点が10点の場合 

本市が求める基準より優れている       10点 

本市が求める基準に対し良好         ５点 

本市が求める基準程度            ０点 

本市が求める基準を満たさない        「－」 

※必須項目において「満たさない」があった場合は失格となる。 

②ヒアリング 

ヒアリングは、各参加者にそれぞれ70分を与えその内容は以下の構成で実施する。ま

た、実施日については入札参加者に対して本市より通知し、参加しない場合には失格と

する。 

ア 提案書の説明（記述内容と併せて評価）       40分 

  70分 

イ 提案内容に関する質疑               30分 

③「機能評価点」及び「価格評価点」の算出にあたっては、小数点以下 1桁までを有効と

し、小数点以下 2桁目を四捨五入する。 

（２）価格評価点 

 価格評価は、以下の費用区分に基づいて、「提案価格書」(様式－９)に記入するものと、

入札価格によるものと区分し評価する。なお、記入する金額はすべて消費税を含まない金

額とする。 

①システム賃借費用(５年分) 

 土木積算システム賃借業務に係わる５年間分の費用で、入札価格となるものである。 

（主な費用内訳） 

 機器の賃貸借費用、土木積算システムの賃貸借費用、コンサルタント向けシステム使

用料及び文書管理通達ソフト、その他必要なソフトウェアの賃貸借費用 

②システム改修・保守等費用 

 土木積算システム改修業務および保守等業務に係わる費用で、提案書に含まれる提案価

格である。 
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（主な費用内訳） 

 土木積算システムカスタマイズ費用、基準・単価データの作成費用（初期設定分）、

データの移行費用、必要なソフトウェアの導入・設定費用、機器保守費用、積算システ

ム及びこれらに関連するソフトウェアの保守費用、基準・単価データの作成費用（令和

５年度から５年間） 

③価格評価点は、以下の算定式で、本市が設ける予定価格及び改修・保守等想定価格を基に

価格評価点を算出する。 

「入札者の価格評価点」 

配分点×｛1-（入札価格＋提案価格）／（予定価格＋改修・保守等想定価格)｝ 






